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2018年，激動の年を迎えました．安倍首相

はいよいよ本気で憲法九条改悪に乗り出して

きました．今年中に国民投票があるかもしれ

ません．憲法九条は法律であると同時にわれ

われの倫理・道徳の要になっています．憲法

九条を守り抜くことは，まさに，われわれ自

身を守り抜くことと観念してこの1年，活動

していこうではありませんか． 

 昨年12月10日，オスロでのノーベル平和

賞授賞式の演説で，サーロー節子さんは，核

保有国や日本などのような「核の傘」にいる

国の政府に対して「あなたたち一人ひとりが，

人類を危機にさらしている暴力の体制の不可

分の要素となっている」と警告した上で，「私

たちすべてが悪の凡庸さを警戒すべきです」

と述べ，光に向かって進もう，と呼びかけま

した． 

 「悪の凡庸さ」はハンナ・アーレントが『エ

ルサレムのアイヒマン』の副題につけたフレ

ーズです（The Banality of Evil，邦訳では「悪

の陳腐さ」）．アーレントの「悪の凡庸さ」を

私は次のように考察しています． 

＜悪はカビのように生えてひろがり，誰に

でも侵入し，人びとの心を荒廃させる．悪は

思想にあらがう．悪は凡庸であるためとらえ

どころがなく，悪に係る思想が深まることは

ない．悪は決して根源的ではない．一方，思

想が深みに達すると必ず善に触れる．価値の

研究から善こそが根源的であることが分かる．

＞ 

 安倍首相は，いま，国民を，戦争という悪

の体制に引きずり込もうとしています．この

悪は凡庸さゆえにカビのように人びとの心に

侵入し広がっていく危険性があります． 

 凡庸な悪への対抗は根源的思想である善以

外にはあり得ません．「戦争の放棄」を定めた

憲法九条は根源的善です．九条の光をもって

凡庸なる悪のカビもろとも安倍政権を放逐し

ようではありませんか． 

 2018年は，まさに，「天下分け目の大決戦」

の年になるでしょう．善と悪との闘いです．

真理と正義はわれわれの側にあります．皆さ

ま，健康に留意しつつお互い頑張りましょう．

12/16（土）〜17（日）に全国常任幹事会

が開催された．会員数の減少と，それに伴い

来期以降の予算の削減が課題となった．各種

委員会の配分や全国事務局体制の見直しによ

る予算削減が急務となっているが，会員減少

の阻止に向けては各支部でも JSA 活動の取

年頭に当たってのご挨拶 

日本科学者会議京都支部代表幹事 宗川吉汪 

 

53期第 3回全国常任幹事会報告 

全国常任幹事 左近 拓男 
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り組みが必要であるので，各地区並びに各支

部単位での，地域に根ざした活動の活性化が

重要となっている．院生や若手の活性化に関

しては，12/24 の第 2 回若手研究者総学の開

催告知や夏の学校，春の学校の報告があった

が，各支部からも若手の全国行事に参加して

もらえるように依頼がなされた．全国特別部

会の諸報告についての紹介があった．各部会

から近々報告が各支部にある予定なので，提

示された後にそれらの案を再度検討すること

とした．会則に関しては，改正案で幹事会と

常任幹事会を一本化し，幹事会とすることが

提案されている．同時に幹事会のスリム化を

行うことも提唱している．全国の会員からの

意見では，各支部から1名ずつ全国幹事を選

出し，全国と各支部との繋がりを維持すべき

だとの意見もあった．会員の定義をどのよう

にするかも重要な論点である．全国名簿につ

いては，提出できる支部は提出を要請するこ

ととなった．名簿作成には，全国統一のフォ

ーマットを全国事務局に提案してもらう必要

がある．また，JSA憲章の提唱の提案が全国

常任幹事会で提案されたが，会則改定と作業

が重複し，煩雑になるとのことから，京都支

部幹事会から全国事務局に対して，特別部会

ならびに会則改定作業に専念するように全国

事務局に提案した．なお，全国事務局から今

後の役員体制について京都支部はじめ大規模

支部にも検討の依頼があったが，京都支部幹

事会において支部としても継続審議とするこ

ととした． 

                        

 

日 時：2017年12月10日(日)13時30分～

15時 30分 

場 所：国労会館会議室 

参加者：10名 

テーマ：「量子力学」と「量子コンピュータ」

について 

報 告：西山一男氏 

 大学で量子力学を学んでから半世紀以上が

経過した．最近「量子ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ」が実現しそう

(した)ということでﾏｽｺﾐでも取り上げられて

いるので調べてみた．するとそこでは量子力

学の波動関数にたいする解釈が昔と全く違う

ことに驚いた． 

20 世紀初頭から「光子」（電子も）の世界

では波動性と粒子性の二重性を説明するため

に「量子力学」が誕生した．多くの科学者・

技術者はこの量子力学を使って 20 世紀の科

学技術の発展に寄与してきた．つまりｼｭﾚｰﾃﾞ

ｨﾝｶﾞ-方程式の解を使って何ら問題はなかっ

た．量子力学では多くの「重ね合わせ状態」

が観測によりある一つの状態に「縮約」され

ると教わった（いわゆるｺﾍﾟﾝﾊｰｹﾞﾝ解釈）． 

しかし天才理論物理学者ｱｲﾝｼｭﾀｲﾝは自身

が量子力学の誕生に関与しながらも，この「縮

約」に異議を唱え「量子力学は書き換えなけ

ればばらない」とも言った（いわゆるｱｲﾝｼｭﾀ

ｲﾝ・ﾎﾟﾄﾞﾙｽｷ ・ーﾛｰｾﾞﾝのﾊﾟﾗﾄﾞｯｸｽ，EPR論文）．

当時 数学者は光子のような世界ではそれま

での「古典論理」とは異なる「量子論理」が

成り立っているとした．つまり光子の世界で

は「観測(測定)」という過程も含めた理論体

系は「量子論理」を基本に組み立てなければ

ならないというわけである．「古典論理」は数

学的にはﾌﾞｰﾙ代数に体系化され現在のｺﾝﾋﾟｭｰ

関西技術者研究者懇談会 12月例会の報告 
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ﾀ（その代表はｽﾊﾟｺﾝ）の土台となっている．

「量子論理」は「古典論理」とほぼ同じであ

るが古典論理で成立している「分配則」が成 

立していないといわれる． 

EPR 論文では量子力学的な重ね合わせの

状態全てが関係し，この状態を「量子的絡み

合い（ｴﾝﾀﾝｸﾞﾙﾒﾝﾄ）」と言った．量子光学，量

子通信と言われる分野でﾚｰｻﾞを始めとする技

術の発展により 1990 年代にはこの「絡み合

い状態」が実現された．つまりEPR ﾊﾟﾗﾄﾞｯｸ

ｽはもはやﾊﾟﾗﾄﾞｯｸｽではなくなり，さらに「量

子論理」に基づくｺﾝﾋﾟｭｰﾀが実現した．ｽﾊﾟｺﾝ

の基本が「2 ﾋﾞｯﾄ」であるのに対し量子ｺﾝﾋﾟ

ｭｰﾀでは「q-ﾋﾞｯﾄ」(q は大きな数)が基本であ

る．ｽﾊﾟｺﾝでも数千年を要する計算を数分で計

算できるといわれている．正に「夢の計算機」

である． 

現在のｺﾝﾋﾟｭｰﾀの誕生時（真空管式）の大

きさを思えば，今は大きな「量子ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ」も

技術進歩により小型化が進みやがて我々の前

に出現することは間違いないと思われる． 

討論 

★「分配則」とはどんなものか 

5×（2+3）＝5×2+5×3 は実数の集合の

要素に対し×と+の演算に対して分配則が

成立しているという． 

★量子力学の基本的なことの見直しのようだ

が「ﾊｲｾﾞﾝﾍﾞﾙｸﾞの不確定性原理」はどうな

のか 

量子力学の観測（測定）過程をも含めた体

系は「量子論理」に基づかなければならな

い． 

近年 小澤正直（数学者）氏の研究によっ

てﾊｲｾﾞﾝﾍﾞﾙｸﾞ不等式の改良（小澤の不等式）

がおこなわれ，実験的にも正しいことが証

明された． 

★「直観論理」のこと 

 ｵﾗﾝﾀﾞの数学者ﾌﾞﾗｳﾜｰは「古典論理」に対し

人間の直観を基本にした「直観論理」を唱

えた．しかし「ﾌﾞｰﾙ代数」のような体系化

には至っていない．   

 

これからの日程 

1月 8日（月祝）14時～17時  地球環境・

再生可能エネルギーとバッテリー 

中村郁夫氏 

(文責：西山一男)

 

 

 

 

標記例会が12月19日午後3時より支部事

務所で開かれた．参加者7名．12月号特集の

中から以下の 3篇の論文が取り上げられた． 

神崎進一：東南アジア島嶼部の森林消失と保

全－ボルネオ島の事例－（紹介：鈴木博之） 

ボルネオ島は世界面積の１％の土地であ

るが，世界の生物種の６％が生息し，オラン

ウータンやボルネオ象に代表されるように，

生物多様性に富んだ保全すべき熱帯林がある．

しかしながら短期に収益をあげられるアブラ

ヤシや早生樹プランテーションへの転換で低

地熱帯雨林は急速に消失しつつある．その現

状報告である．１．ボルネオ島の森林消失の

地域差では，ボルネオ島のマレーシア，ブル

ネイ，インドネシアの３国およびその諸州に

おける森林消失が，行政自治体の取り組みの

『日本の科学者』読書会 12月例会の報告 

12月号特集：東南アジア島嶼部熱帯林の保全と再生 
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違いで大きな地域差があることを紹介してい

る．２．ボルネオ島でのプランテーション開

発では，世界で最も多く生産されている食用

油であるパーム油のためのアブラヤシ・プラ

ンテーションの開発が 2000 年代にブームと

なって，インドネシアとマレーシアは世界の

85%を生産するようになって，森林の消失・

劣化が進んでいるとしている．３．大規模森

林火災と泥炭地回復政策では，2015 年秋の

大規模森林火災について，その際のCO2排出

量が米国とEU全域の同時期の排出量に匹敵

し，煙害で 50 万人の呼吸器疾患者が出たこ

と，森林消失で泥炭地が乾燥して大規模泥炭

地火災を伴うこと，原因はエルニーニョによ

る無降雨であるが，企業と農民とが結託した

放火説や焼き畑による失火説も有力であるこ

と，インドネシア大統領は泥炭地回復庁を新

設して対処しようとしているが，開発を優先

する地方政府・企業・農業省・工業省の抵抗

により効果を上げていないこと，などを紹介

している．４．生物多様性を重視した熱帯林

保全への動きでは，世界的な森林保全運動の

高まりを背景に，ボルネオ島での熱帯林の保

全運動も３国それぞれのやり方で進展しつつ

あること，特に３国の国境地帯で統一的な保

全運動が始まっていることを紹介している．

おわりにでは，森林保全の推進のためには住

民参加を保証する経済的支援策が重要と結論

している． 

（感想）事例紹介ということもあって，各地

域の羅列的な紹介が中心となり，まとまりの

悪い文章構成になっているが，ボルネオ島の

現状を知る上では有効な論文である． 

水野広祐「インドネシアの泥炭火災と泥炭地

回復―2015年の泥炭火災と，乾燥泥炭地の湿

地化・パルディカルチャー」（紹介：山口進次） 

 インドネシアの泥炭火災は 1990 年代中頃

より増加傾向にあり，2015年はエルニーニョ

の影響もあり大規模火災となった．スマトラ

島とカリマンタン島を合わせて，261 万 ha

が燃え，その多くが泥炭地であった． 

泥炭はインドネシアにおいて，太古の昔か

ら存在し，その面積は約1400万ha余りとも

言われ，インドネシア全土の約7.5%を占める．

泥炭地は泥炭湿地林として存在し，農業など

に向かないため大規模開発から逃れてきた．

原住民は何百何千年も続いた泥炭湿地の生態

系を，大きく攪乱することなく利用してきた． 

このような泥炭湿地林が大規模な開発の

対象になったのは，1970年後半に入って始ま

った国家のアブラヤシ栽培促進政策である．

これらの樹種は湿地では生育できないため，

大規模な排水を行い土地を乾燥させて植林を

行った．乾燥した泥炭は燃えやすく延焼しや

すい．結果，火災が頻発するようになり土地

は放棄されるようになった．2014年インドネ

シア政府は火災を防ぐため，乾燥した泥炭地

の湿地化回復に乗り出した． 

報告者感想：アブラヤシから採れるパーム

油はバイオマス発電の燃料としても利用され

るが，その生産方法は大規模に自然環境を破

壊し，公害を出す．このようなやり方は，欧

州からも大きな批判を受け，パーム油の燃料

利用を規制する動きが強まっている．また熱

帯森林の消失により，オランウータンやアジ

アゾウ，スマトラトラなどの野生動物も絶滅

の危機に晒されている． 

中西宣夫「東南アジアのアブラヤシ商業栽培

における RSPO 認証制度誕生の経緯と現状

―民間企業の危機管理から発展した持続的生

産への標準化」（紹介：清水民子） 

 パーム油の原料アブラヤシの商業生産がマ
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レーシアなどで広がり，熱帯雨林焼失，生物

多様性減少，住民の生活破壊，先住民と開発

業者の紛争，不法移民・移民労働者の人権問

題などを招いた．スイス最大の生協方式の小

売業会社ミグロの職員が先住民の抵抗の記事

を知り，国際的環境保護活動団体と連携して

持続可能な生産のための基準の共同開発に着

手，2000年に草案を作成，商品を「差異化」

できた．さらに，産業全体の改革のための「標

準化」をめざし，RSPO（持続可能なパーム

油のための円卓会議）設立による認証制度（８

つの原則）により，生産・出荷の過程を管理

することとなった．原則と基準の見直しは続

けられている．問題点として，40％を生産し

ている小農の認証参加が 4.6％にとどまる現

状があり，資金援助や技術指導など対策を講

じている．日本企業の参加も限られており，

「RSPOジャパンデー」開催など，普及に努

めている． 

(文責：菅原健二) 

 

 

 

2017 年 12 月 23 日（土）の午後１時半よ

り，JSA大阪支部の事務所の移転先である国

労大阪会館の会議室で，2017 年度 4 回目の

サポーター会議が開催された．久しぶりの大

阪開催であった．この日は天皇誕生日にあた

り，国労会館内で集会が開かれていたようで，

建物の外は右翼のマイク宣伝やそれをとりま

く公安関係者で物々しい雰囲気であった．京

都支部から大倉さん，前田の2名，大阪支部

から2名，兵庫支部から1名の計5名が出席

した． 

編集委員長を務める大阪支部の長野さん

から，常任幹事会で，来季から編集委員を各

地区の会員数に比例させることにして近畿は

3 名とすることが決まり，現行の兵庫支部，

大阪支部の2名に加えて京都支部から1名を

追加したいと提案された．  

今後の特集は，1 月号「大学の平和教育」，

2月号「気候変動とその対策」（京都支部が中

心に執筆），3月号「東日本大震災と宮城の教

育」，4月号「水田が支える生物多様性とその

保全」，5月号「都市の大気汚染」，6月号「日

本における原子力発電の歴史的形成」，7月号

「市民の政治参加と政党政治」，8月号「タン

パク質の科学」，9月号「平和への権利と日本

国憲法」と続く予定である． 

つづいて，11月号と 12月号の講評に移っ

た．11 月号の主な意見は下記の通りである．

核兵器開発の岡本論文，用語が難しい．岡本

論文が出たあとで，新たな水爆実験（二焦点

型）が行われたが，それは載っていない．専

門用語や略語が目立ち，他号も含めて略語の

多用で非常に読みにくい．川田論文，脱字が

目立つ（行われ
、
る，ひらか

、
れる，導入し

、
ない）．

節番号の不備．加藤論文の内容は，障害者差

別解消法が施行された現状からみれば衝撃的

だ．因果関係について色々議論がありそうだ．

富田論文は，裁判官の良心が発揮されるべき

ことや判決文の公開などを訴えている．裁判

官には「閨閥」が存在するらしい．背景に，

3権分立の形骸化があり，『絶望の裁判所』と

いう本に詳しい． 

12月号に対する意見を列挙する．山田論文

は 11 月号の超低周波特集に掲載予定だった

が，大幅書き直しのため，12月号に回って完

成度が上がった．カラー資料をウェブで簡単

第４回『日本の科学者』近畿地区サポーター会議 報告 
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に見るための QR コードを初めて掲載した．

まえがき「泥炭湿地」が「気候変動のカギを

握る」とはどういうことか．京都支部の読書

会で出た感想：「JSA としてこの特集を選ん

だ趣旨がわかりにくい．大企業主導で宣伝効

果狙いにも見える RSPO はそのまま評価し

ていいのかなど．」ブルネイとサラワクで未伐

採森林の割合が違うのは宗主国の違いか（→

ブルネイは産油国）．日本はフィリピンを刈り

つくし，今はインドネシアに向かっている．

今回の特集に関連して，「パーム油発電」の論

文を依頼している．これは京都支部読書会で

も話題となったテーマである．北方と南方の

泥炭のでき方は興味深かった．山田論文は説

得的であった．ただし図が見にくかった（こ

れでも改訂された）．デシベルの単位は理解し

づらい（11 月号のことばの玉手箱で説明）．

再生可能エネルギー全体の問題として，風力

発電のマイナス面の評価がほしい．紙質が12

月号から白っぽくなったが，コストの問題か． 

次回は， 2月 25日（日）13時 30分開催

とした．会場は，国労大阪会館の2階のJSA

大阪事務所か北天満会館となった． 

       （京工繊大分会・前田耕治） 

 

 

 

 

 1 月 8 日（月・祝）に，京都アスニーにて

支部学習会を行いました．43名の参加があり

ました．講師に神奈川新聞編集局デジタル編

集部記者の田崎 基さんをお招きし，安倍政権

の改憲についての学習を行いました．討論や

グループワークも含めて3時間半に及びまし

たが，大変白熱した会になりました． 

 最初に田崎さんから，予測される改憲内容

の説明と，その背景について説明がなされま

した．最初に立憲主義とは何かの説明があり

ました．これは日本国憲法の根幹をなしてお

り，国家権力を制限して国民の権利・自由を

守り，国民の人権を保障することです．2017

年5月3日の安倍首相は，改憲は期限を区切

って行うとの表明があり，これまでの期限を

区切らずに議論するとしていたのとは明らか

に異なります．改憲の項目は 4 つあり，(1)

あらたに9条3項として自衛隊の明記をする，

(2)高等教育無償化，(3) 緊急事態事項， (4)

国会議員選挙の合区解消 です．特に法律改正

での対応ではなく，憲法改正しないとできな

いと考えられるのは(1)です．(1)の自衛隊の明

記については，これまでの9条の条文は維持

しながら加憲という形になります．これに関

する問題点としては，もし加憲ならば，自衛

権の範囲の明記（個別的自衛権かどうか），軍

法会議，文民統制，財政など個々の規定を厳

密に定義する必要があるが，そういった規定

は明記はされないとのことです．現状を追認

するとのことだが，集団的自衛権を行使でき

る自衛隊を明記することになる．さらに，合

憲化されることで財政や装備，非核三原則に

歯止めがなくなる恐れがあります．この件は，

私が京都支部ニュース 12 月号に記したよう

に2017年5月27日付けの中日新聞に，石川

健治・東大教授（憲法学）が，財政的統制が

ないがしろにされる危険性を指摘しています．

軍学共同にも歯止めが効かなくなる恐れがあ

ります．また，憲法改正案の審議についても，

これまでの諸々の審議のように，短期間で行

科学者会議京都支部学習会報告         

「憲法の岐路  安倍改憲とは何か〜安倍政権の表層と深層」 
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われる可能性があります．10月22日の衆院

選挙で，民進党が立憲民主党と希望の党に別

れたことで改憲賛成の議員割合が 3/4 まで増

えたこと，この選挙で自民党は公約の6番目

に憲法改正を訴えており，選挙で信任された

ことで改憲の機運は高まっています．今後

我々が行わねばならないことは，「護憲」で憲

法の改正は一切必要ないと思う方々から，9

条を含めて憲法を立憲的に改憲すべきという

方々を含めて，「今回の憲法改正はだめだよね」

という議論を高める必要があるとのことです．

さらに無関心層にも働きかけて大きな世論を

形成する必要があります． 

 グループディスカッションでは，SNSを使

って議論を盛り上げることや，一方的に講演

する形式ではなく相手に話しかけ一緒に考え

るような学習会をたくさん開くこと，憲法カ

フェの活用，大阪都構想反対など市民運動で

成功した際の方法やネットワークを活用する

ことなどが提案されました． 

 最後に田崎さんは「自分のタコツボだけで

はなく，別の他のタコツボにも問いかけよう」

と仰いました． 

 憲法改正は大学での教育・研究，経済活動，

果ては日々の社会生活まで多大な影響があり

ます．国連レベルでは平和的生存権を新設す

る動きがあります．これは日本の9条ならび

に憲法が理想であることを物語っています．

会員の方々も，まずは周りの方々から声かけ

して一緒に勉強していきましょう． 

(文責：左近拓男) 

 

 

 

 

第37回 JSA原発問題全国シンポ  

原発と裁判 ～学術の立場から考える～  

 

 表記シンポが昨年12月9日(土)～10日(日)，

中京大学名古屋キャンパスを会場に開催され

た．プログラムは以下の通り． 

 

9日(土)  13時～17時45分 

基調講演 

井戸謙一「なぜ原発裁判を闘うのか」 

前田定孝「原子力発電所の安全性審査の考え

方」 

裁判報告  

藤川誠二「高浜 1，2号機/美浜 3号機の稼働

延長差止裁判について」 

山本雅彦「若狭の原発 住民運動と裁判」 

竹本修三「大飯原発差止訴訟のとりくみ」 

林弘文「浜岡原発訴訟の現状と課題」 

 

10日(日)  9時30分～15時40分 

基本的問題点を探る  

聞間元「放射能公害と低線量被ばく」  

本間照光「原発『経済神話』の崩壊―保険が

機能しないリスクとコストの現実―」 

舘野淳「規制委員会の安全基準の問題点を探

る―特に BWR を中心に―」 

山本富士夫「脱原発と自然エネルギー活用に

向けた国際的状況」  

岩井孝「廃炉·使用済み燃料処理の課題」 

 

井戸氏の講演で印象に残った発言（予稿集か

ら） 

第37回 JSA原発問題全国シンポ 

原発と裁判 ～学術の立場から考える～ 
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■『絶望の裁判所』という書籍が売れている．

市民の間では，国策を問う問題では司法には

期待できないという評価が広がっている．そ

れでも，福島原発事故のあと，原発の運転の

差止めを求めて，多数の訴訟が裁判所に申し

立てられた．政治が市民の人権侵害を救済し

ないとき，市民は，最後の望みを司法につな

がざるを得ない． 

■福島事故以前に請求棄却判決を言い渡した

裁判官の述懐 

海保寛氏（高浜2号機訴訟一審裁判長・大阪

地裁）「原発への関心や認識に甘さがあった．

専門家が言っているから大丈夫ということで

はなく，立ち止まって合理性をもっと検討す

ることが必要だった．司法全体が安全性につ

いて踏み込んだ判断を積み重ねていたならば

審査指針は改善されたかもしれない．」 

鬼頭季郎氏（福島第二 3 号機訴訟二審裁判

長・東京高裁）「専門家らの判断を信頼してい

いとした点は，正直，必ずしも一般論として

そうは言えなかったと痛感しています．」  

■大飯原発 3，4 号機の運転差止めを命じた

福井地裁判決（2014.5.21），高浜 3，4 号機

の運転禁止を命じた大津地裁決定（2016.9.3）

に危機を感じた原子力規制委員会は，2016

年 6 月 29 日「実用発電用原子炉に係る新規

制基準の考え方について」という文書を公表

（同年8月24日改訂）．新規制基準は合理的

と改めて主張し，これが全国の裁判で，被告

国や電力会社から証拠として提出された． 

■大阪高裁決定（大津地裁決定の取消し，

2017.3.28），広島地裁決定（2017.3.30），佐

賀地裁決定（2017.6.13），松山地裁決定

（2017.7.21）は，いずれも「考え方」をその

ままなぞる内容で，住民側申立てを退けた．

裁判所は再び司法消極主義の殻に閉じこもろ

うとしているのではないか． 

■棄却決定の論理．①原発に求められるのは，

「絶対的安全性」ではなく，「相対的安全性」．

②「相対的安全性」のレベルは社会通念を基

準として判断するしかない．③新規制基準に

は原発に求める安全性についての社会通念が

反映．④新規制基準は「合理的に予測される

規模の自然災害」を想定することを求めてお

り，これを超える自然災害に備えることまで

は求めていない．⑤原発に求められる安全性

を検討するに当たり，原発の必要性は考慮対

象とならない．  

■上記③～⑤は不当な判断．科学技術を利用

した装置や施設は多かれ少なかれ危険性を伴

うが，その利用が社会的に許容されるのは，

危険性の程度が，利用によって得られる社会

的利益との比較考量の上で社会的に容認でき

る水準以下でなければならない． 

■規制委員会が新規制基準を策定するにあた

って前提とした「安全性のレベル」が社会通

念と合致していることは，何ら論証されてお

らず，合致しているとする根拠はない．裁判

所は，福島原発事故を経た日本における社会

通念がどこにあるかを探求し，その上で，新

規制基準が前提としている「安全性のレベル」

が社会通念と合致しているか否かを検討すべ

き．  

■これまでの原発差止め訴訟で，高レベル放

射性廃棄物の処理問題は主たる争点にならな

かった．差止めの根拠を「原告の生命・身体

を中核とする人格権」としていたため，将来

世代の負担や被害のリスクの問題を原発の運

転差止めを求める論理に持ち込めなかった． 

■火山問題では，原告の追及によって新規制

基準の誤りが明らかになった．新規制基準は，

火山について立地評価（火砕流等が到達する
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可能性の評価）と影響評価（火山灰等に対す

る原発の安全性評価）をすることになってい

るが，原告の指摘で評価がとんでもない過小

評価だったことが明らかになった．現在，新

規制基準を構成する「火山ガイド」改訂作業

中．新規制基準がいかに不十分な検討によっ

て形だけ作られたものであるかがよくわかる．

（12月13日の広島高裁命令はこの火山問題

の不備をついたものであった．宗川） 

■再び司法消極主義の殻に閉じこもりつつあ

るかのように見える裁判所に対し，原発の運

転を差し止める判断をさせることは容易では

ない．しかし，裁判所は世論に敏感で，裁判

官に官僚統制が浸透しているとしても，独立

の気概を持つ裁判官がなくなることはない．

（後になって思うに，これは広島高裁の野々

上友之裁判長を指していたのだろう．宗川） 

■仮に判決や決定で成果が上がらなくても訴

訟は無駄ではない．弁護団には多くの市民の

知恵や情報が寄せられ，それが訴訟に役立つ．

そして，訴訟における主張や立証が市民運動

にフィードバックされて市民運動を力づけ，

世論形成の力になる．原発に将来はない．な

くなる日の到来を一日でも早めるため，原発

裁判は目標に向かうエンジンで，脱原発を願

う多くの人々の力の結節点だ．  

 

シンポに参加しての全体的印象 

 これまでの原発裁判では，主に自然災害に

よる装置の破壊に焦点を絞るあまりに，避難

問題や被ばく問題がなおざりにされている．

今回のシンポは，全体として良く準備され，

討論も活発であったが，上に指摘した問題の

深まりは必ずしも十分ではなかった．原発事

故が公害であるとの視点をもっと強調しなけ

ればならない．今後の課題である． 

（文責：宗川吉汪） 

 

 

 

1. 「強まるメディア統制 乗り越えるには・・」 

 日時：1月14日（日）15：00〜17：30 

    第1部 13：00～ (受付 13：00～) 

   第2部 16：40～ (閉会予定 18：40) 

会場：龍谷大学 アバンティ響都ホール 

 第1部 パネルディスカッション 藤田早苗さん×望月衣塑子さん 

   コーディネーター 金杉美和さん 

第2部 藤田早苗さんの講演 

2. 第 9回京都支部幹事会 

 日時：1月16日（火）18：00〜20：00 

 会場：支部事務所 

3. 第 25回自然科学懇談会 

 日時：1月20日（土）13：30～15：30 

場所：京大楽友会館２F 

１月・２月の支部関連行事の案内（「JSA近畿」も参照） 
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テーマ：「大飯原発差止京都訴訟における地球物理的問題 ―西日本の津波問題と共役断層に

ついて―」 

講師：竹本修三氏（京大名誉教授・大飯原発差止京都訴訟原告団長）（専門は固体地球物理

学・測地学） 

講演概要：「日本海における大規模地震に関する調査検討会」が2014年8月に公表した日本

海側の津波高の予測で，日本海沿岸西南部の原発立地点の津波の高さが 3～4m

とされている．これに対して，原子力規制委員会の前委員長代理であった島崎邦

彦氏は，過小評価の恐れがあり，再検討が必要であると述べている．さらに1026

年の万寿津波では 20m を超える津波が島根県益田地方を襲ったとの言い伝えが

ある．万寿 3 年（1026 年）の津波が学問的に根拠づけられれば，関電の大飯原

発の津波対策に見直しが必要になる．また，大飯原発の基準地震動を求めるにあ

たり，関電はFO-B・FO-A・熊川断層の連動を想定しているが，共役関係にある

上林川断層の影響についてほとんど考慮されていない．これらの地球物理的問題

について，わかりやすく解説する． 

4. 原発ゼロを目指す左京の会 第 31回連続学習会 

 日時：1月20日（土）14：00〜16：00 

 場所：あすかいホットスペース（左京区田中飛鳥井町29・あすかい診療所1階） 

 テーマ：原発再稼働と地方自治体の役割 

   市永敦彦さん（府会議員）「新潟県と京都府との避難計画の比較・検討」 

   市川章人さん（JSA会員）「新潟県の原発政策の実際に学ぶ」 

5. 満州第 731部隊軍医将校の学位授与の検証を京大に求める会 第1回準備会 

 日時：1月20日（土）18：00～ 

 場所：支部事務所 

6.  1月読書会 

 日時：1月21日（日）13：30〜16：00 

 場所：立命館大学国際平和ミュージアム4階会議室406 

 テーマ：日本の科学者 1月号 

 担当：山根論文（山根），アイヒホルン論文（福島），杉田・いとう論文（清水） 

7. 第 9回京都支部ワーキング会議 

  日時：2月2日（金）14：00〜17：00 

 会場：支部事務所 

8. 支部ニュース2月号発行，JJS3月号発送 

 日時：2月14日（水） 13：30～ 

 会場：支部事務所 

9. 関西経済シンポジウム－これからの発展のために 

 日時：2月11日（日）13：00〜17：00 
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 場所：大阪経済大学D12教室 

 講演1：「関西経済」の構造変動と再生方向－地域経済学の視点から 

     岡田知弘さん（京都大学大学院経済学研究科教授） 

 講演2：大阪市の地域産業政策のこれから―成長戦略から発展戦略へ―   

本多哲夫さん（大阪市立大学商学部教授）  

10. JJS近畿サポーター会議 

 日時：2月25日(日) 13：30～16：30 

 場所：JSA大阪支部事務所（大阪国労会館内，JR天満駅前）  

この間，大学の同僚や，関西圏の大学有志

のメンバーなどと，安倍９条改憲を阻止する

ための取り組みについて意見交換を進めてき

た．そこで必ず論点となるのが「最近の学生，

若者をどう見るか」であり，端的に言えば「若

者は保守化しているか」ということである．

この問いについてストレートに答えるだけの

ものを持ち合わせておらず，ここでは日本国

憲法の規定のうちで，わたしが好きな二つの

ものを取り上げて，若干のことを述べたいと

思う． 

 それはまず，12条の前半の「この憲法が国

民に保障する自由及び権利は，国民の不断の

努力によつて，これを保持しなければならな

い」という規定である．「最近の若者は権利ば

かり主張して」云々という発言をしばしば耳

にする．最近では学会報告に対するコメント

でさえ耳にして，驚きを禁じ得なかったが，

この評価（非難）は正しいだろうか． 

 答えは否である．若者たちは「権利」とい

う言葉は教えられているが，権利の「かけが

えのなさ」は教えられていないと思うのであ

る．権利は先人たちが闘いとってきたもので

あり，為政者から与えられたものではない．

若者に伝えるべきは権利の内容だけでなく，

権利の由来（たたかいによって勝ち取ってき

た）ということであり，権利の担い手として

権利を守り続けなければならないということ

である． 

 このように考えると，われわれの権利に対

する理解（確信）を深めることが不可欠であ

り，このことなしには憲法に対する理解も浅

薄なものにとどまるだろう．日本国憲法を実

現するたたかいは，わたしたちの権利を深化

させるものであると考えたい． 

 二つ目は，92条の「地方公共団体の組織及

び運営に関する事項は，地方自治の本旨に基

いて，法律でこれを定める」の規定にある「地

方自治」の本旨という文言である．わたしの

専門外であるので詳しいことを論ずることは

できないが，これは地方自治の本来のあり方

を意味し，団体自治と住民自治の二つを含ん

でいる． 

 「地方分権」という言葉が喧伝されるよう

になって久しい（2000年には地方分権一括法

が施行された）．その一方で，日本国憲法に規

定される「地方自治」や「地方自治の本旨」

がかえりみられることは多くないだろう．憲

シリーズ：私の憲法メッセージ 

いま学生に憲法の何を伝えるか    細川孝 
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法上の規定を軽視（ないしは無視）する一方

で，特定の政治的意図にもとづく政策が推進

されていることを軽視してはならない． 

 中学や高校の教科書を通じて，日本国憲法

の３大原則として，主権在民，基本的人権の

尊重，平和主義（戦争の放棄）を学んできた．

いま思うのは，わたしたちが日々暮らしてい

くうえで地方自治が果たすべき重要性であり，

それは原則として理解されるべきものであろ

う．国家が先にあるのではなく，わたしたち

の暮らしが先にある．わたしたちの生活のあ

りようを問う（改善し）ていくうえで地方自

治の重要性を再認識したい． 

 いまわたしたちに求められているのは，安

倍９条改憲を阻止することであり，そのため

に若者を含め多くの人々に「安倍９条改憲Ｎ

Ｏ！ 憲法を生かす全国統一署名」を広げて

いくことである．その際に，「安倍９条改憲」

のもつ問題点とあわせて，憲法の持つ魅力と

可能性（それは，人類史的な成果と言えよう）

を語っていくことが大切ではないかと思うの

である．日本国憲法のさまざまな先進的な内

容は，「安倍９条改憲」によって根こそぎに破

壊されるのだから．

 

 

  

上記書籍が 2018 年１月，「かもがわ出版」

から出た．著者は，池田香代子・開沼博・児

玉一八・ 清水修二・野口邦和・松本春野・安

斎育郎・一ノ瀬正樹・大森真・越智小枝・小

波秀雄・早野龍五・番場さち子・前田正治の

各氏である．目次は以下の通り． 

第 1 章 福島原発事故はどんな被害をもたら

したか 

第 2 章 善意と偏見—不幸な対立を乗り越え

るために 

第3章 ７年たって考える放射能・放射線 

第 4 章 被曝による健康被害はあるのかない

のか 

第5章 事故現場のいまとこれから 

 

 本書から，私の関心事である甲状腺がんと

20mSv問題について，差し当たり気づいたと

ころを引用し，コメントする． 

 

一ノ瀬正樹：放射性ヨウ素の初期被曝に関し

ては，いろいろ議論はありますが，甲状腺が

んの発見については放射線被曝とは独立のス

クリーニング効果による過剰診断だというこ

とがおよそ同意されていると思われます．

（p.39） 

（被ばく発症を認めたくない「専門家」の間

の同意ではないだろうか．宗川） 

安斎育郎：私は，①「余計な被曝はしないに

越したことはない」と考えていますが，一方

では，②「自然放射線被曝の時間的・地域的

変動の範囲内に収まる程度の汚染実態であれ

ば過度に心配する必要はない」と考えていま

す．（p.52） 

（規制できるのは人工放射能であって自然放

射能ではない．人工放射能の被ばくを軽く見

せるためのレトリックとして自然放射能を持

ちだしているようで気になる．みんなが気に

しているは，原発事故で放出された人工放射

能の1mSvや20mSvなのだから．宗川） 

安斎育郎：福島の小児甲状腺がんについては，

（中略）専門家が予断や圧力を排し，（中略）

公正な議論を進め，適正な医療措置を講じる

寄稿：『しあわせになるための「福島差別」論』を読む 
宗川吉汪 
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ことが何より大切だと思います．（p.55） 

（専門家としてご自身で検討することを切に

希望する．発生した患者数を対象人数と観察

年で割れば年間罹患率がでてくる．それを地

域別に先行検査と本格検査で比較すればよい．

簡単な計算．宗川） 

野口邦和：年間 20mSv は，避難指示解除の

ための要件の1つに過ぎません．したがって，

避難指示解除基準を年間 20mSv あると単純

化し，「年間20mSvで帰還させようとしてい

る」という批判は，的が外れています．（p.125）

（的外れは著者ではないだろうか．事故直後

に発令された原子力緊急事態宣言が7年経っ

ても解除されないのは何故だ．安倍首相の言

ったアンダーコントロールは，原発の放射能

でなく福島の県民だったのか．宗川） 

清水修二：しらみつぶしに患者を探し出して

治療するのが適切な医療行為なのかどうか，

少なくとも甲状腺がんに関しては大いに疑問

があるからです．事故の影響評価を過度に追

求することの弊害には留意しなければなりま

せん．（p.152） 

（危険な事実は知りたくない，寝た子を起こ

すな，ということのように聞こえる．由らし

むべし知らしむべからず，ということわざを

思い出した．宗川） 

清水修二：いま本格検査1回目の確定値を待

って専門家による検討がなされようとしてい

ます．評価の確定までにはなおしばらく時間

がかかるでしょう．（p.162） 

（本書の出版は 2018 年 1 月．本格検査のほ

とんどの結果は2017年2月20日の第26回

検討委員会で既に発表されている．検討委員

会の「専門家」は一体何をしているのだろう

か．まともに検討する意志がないのではない

かと疑いたくなる．宗川） 

児玉一八：福島第一原発事故の時に0～18歳

であった方々で見つかっている甲状腺がんは，

（中略）検査技術の進歩に伴って被曝とは関

係なく発生しているがんが見つかっている

「多発見」である，と判断します．（p.198～

199） 

（私のブックレット『福島甲状腺がんの被ば

く発症』（文理閣）を贈呈したので，ぜひ参考

にしてほしい．あわせて昨年の11月30日に

発表された福島県立医大の発症の地域差を示

したデータも参考にしてほしい．宗川） 

児玉一八：「検診の縮小か手術症例の大幅な

絞り込みが必要だ」という高野の主張には傾

聴すべきものがあります．（p.201） 

（これが今まさに福島県がやろうとしている

ことではないか．宗川） 

池田香代子：心配された小児甲状腺がんも含

め，被曝の健康被害が限りなくゼロに近かっ

たどころか，事故による追加被曝量そのもの

が，しろうとの予断はおろかおおかたの科学

者の予測すら裏切ってきわめて低かった，と

明言することを，政府や東電を免罪する利敵

行為だ，と憤慨する方がたには，同じ明言に

福島など原発の近くに暮らす人びとがどれほ

ど安堵するか，ということを考えていただき

たいと思います．（p.64） 

（本書のすべての著者の言いたいことがこの

一文に凝縮されているように思えた．結局の

ところ，福島は安全です，安心して暮らしな

さい，避難者は皆さん戻りなさい，と言って

いるようで，復興庁のキャンペーンを後押し

しているだけのように聞こえる．名うての「御

用学者」ならいざしらず，「民主的・良心的学

者」を自他ともに標榜する人たちの言説だけ

あってかえって罪深いものを感じる．宗川） 
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雲に乗って漂っているようである．眼下に

原爆ドームが見えるから，広島の上空らしい．

上の方から声が聞こえてくるので，耳を澄ま

すと，どうやら裁判官二人の声高のやり取り

のようである． 

「やあ！吉岡さん，明けましておめでと

う．」「オヤ，野々上先輩でしたか，おめでと

うございます．」「お前さんが引き合いに出し

た高裁の判例とは違う別の判例を俺が作っと

いてやったぞ．」「それは恐れ入ります，先輩

は，昨年末で定年退官されたと聞きましたが，

長い間ご苦労様でした．」「有難う，大きな扱

いの裁判では，伊方原発３号機の抗告審が最

後だったが，原発裁判は，科学技術の話が多

くてほんとに疲れるよ，しかし今度は何とか

止める正当な理屈が見つかってよかったと思

ってるよ．」「そうですね，あの原発から放射

性物質が飛び散れば，私たちも確実に人格権

を侵害されますね，大変ですよ．ところで，

運転差止の期限を 9 月 30 日とされたのは ，

下級審で係争中の本訴をそれまでに決着付け

ろ，ということでしょうか？」「そのつもりだ

けど，俺の判断に逆らって，運転を認める理

屈が何か見つかるかな？」「それは難しいでし

ょう，なにしろ高裁の判断ですからね．もっ

とも，事務総局がまた裁判官研修会を開いて，

入れ知恵でもすれば別ですがね・・・，さて，

ここでのお話は聞かなかったことにしますよ．

では，ご免下さい，お元気で．」二人は別れた

ようである． 

急に寒気がして目覚めると，上半身が布団

から出ていた．階下の居間からお年玉を貰い

に来た孫たちのにぎやかな声が聞こえてくる．

ゲームでもしているのであろう．時計を見る

と午前１時を過ぎている．平和の証の孫たち

のざわめきを耳に残し，布団をかきあげてま

た眠りについた． 

コントの背景の解説 

吉岡茂之裁判官が広島地裁において伊方

原発３号機の運転差止仮処分の審議をした際，

新規制基準に適合するとされた原発の差止訴

訟の抗告審判例が他にないとして，西川知一

郎裁判官が福岡高裁宮崎支部において行った

川内原発差止抗告審の決定を参考にして差止

申立を棄却した． 

昨年12月13日，即時抗告を審議した野々

上友之裁判官は広島高裁において，伊方原発

3 号機の運転を，火山噴火に関する規制に不

合理があるとして，本年 9 月 30 日までの期

限を付けて，差止める決定を下した．そのた

め定期点検で停止中の伊方原発３号機は，点

検明けの１月に予定していた再稼働ができな

くなっている． 

また，昨年12月14日付け京都新聞朝刊の

紙面には，野々上友之裁判官はこの 12 月で

定年退官になるので，この決定の広島高裁に

対する異議申し立ては，別の裁判官が担当す

ることになるとの記事があった． なお，伊方

原発３号機の運転差止仮処分申立を棄却した

裁判官批判は， 

http://web1.kcn.jp/decomings/ に公開し

てある． 

  

寄稿：コント 年越しに見た夢 
       富田道男 

 
 

http://web1.kcn.jp/decomings/
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◆◆◆◆ 支部幹事会・ワーキング会議だより ◆◆◆◆ 

2017年度第8回幹事会（12／19）および第8回ワーキング会議（1／7）の報告 

 

1. 新入会員 

 青木道忠さん（全国障害者問題研究会）の入会が認められた．2018年1月より 

2. 会員の現況（1月8日現在） 

 一般会員231，特別会費会員4，家族割り特別会費会員3，若手会員6， 

 若手特別会費会員14，会員合計258，読者4 

3. 会費納入状況 （12月30日現在） 

  17年度会費納入者：一般 199/230，特別会員 3/4，家族割 3/3，若手 3/6， 

          若手特別 9/14 

4. 会員拡大について 

 年間目標12人に対して，現在，7人．あと4ヵ月で5人の拡大を目指す． 

5. 会員訪問 

 福知山公立，立命館，橘などへの訪問を計画 

6. 京都支部の取り組みについて 

 ・経済問題：近畿地区関西経済シンポ（岡田知弘氏＆本多哲夫氏） 

 ・軍学共同問題：「731軍医将校の学位授与の検証を京大に求める会」の立ち上げ 

 ・第53回支部大会を5月20日（日）に開催することにした． 

7. 12月〜1月の支部関連行事 

 12月19日（火）読書会 

 12月19日（火）第8回幹事会 

 12月23日（土）JJS近畿サポーター会議 

 12月24日（日）第2回若手研究者総合学術研究集会 

 12月25日（月）731を考える会 

 1月7日（日）第8回ワーキング会議 

 1月8日（月）日本科学者会議講演会「憲法の岐路 安倍改憲とは何か」 

 1月8日（月）関西懇1月例会 

 1月12日（金）支部ニュース1月号発行，JJS2月号発送 

 1月12日（金）京都支部新年会 

                                   （文責 宗川）  
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